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『
岸
上
大
作
と
僕
』 

 
       

 

劭
登
場
人
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手 

大
輔 

岸
上
大
作 

 

●
プ
ロ
ロ
—
グ  

 

語
り
手
⽇  

人
は
言
葉
を
持
ỵ
た
瞬
間
か
ら
、
孤
独
を
手
に
入
れ
た
。  

誰
に
も
届
か
ぬ
本
音
を
、
胸
の
奥
に
し
ま
い
込
む
日
々
。 

 

静
か
に
手
を
広
げ
、
観
客
へ
語
り
か
け
る  

 

語
り
手
⽇  

で
も
あ
る
日
、
世
界
に
ひ
と
つ
の
“

広
場
”

が
現
れ
た
。   

名
前
は
『
Ｘ
』。  

そ
れ
は
叫
ぶ
た
め
で
も
、
飾
る
た
め
で
も
な
い
。  

た
だ
、
自
分
の
言
葉
を
置
い
て
い
く
場
所
。 

 

ス
マ
ホ
を
見
つ
め
る
仕
草
を
し
な
が
ら 

 

  

語
り
手
⽇  

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
い
う
名
の
川
に
、
詩
が
流
れ
る
。  

誰
か
の
た
め
で
も
な
い
。  

で
も
、
誰
か
が
泣
い
て
く
れ
る
。 

 

間
を
あ
け
て
、
声
を
低
く
、
鋭
く 
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こ
の
世
界
に
は
、  

“
わ
か
る
”

の
一
言
が
、 

“
生
き
て
て
い
い
”

に
変
わ
る
夜
が
あ
る
。  

 
観
客
を
見
据
え
て 

 

ア
プ
リ
『
Ｘ
』―

―
  

そ
れ
は
現
代
の
詩
人
た
ち
が
集
う
、
静
か
な
戦
場
。 

 

語
り
手
、
胸
に
手
を
当
て
て 

 

語
り
手
⽇  

詩
と
は
、
見
せ
る
た
め
の
も
の
や
な
い
。  

伝
え
る
た
め
に
、
た
だ
存
在
す
る
。 

そ
し
て
Ｘ
は
、
そ
れ
を
叶
え
る
、 

最
後
の
言
葉
の
楽
園
。 

 

語
り
手
が
後
ろ
を
向
き
、
去
ろ
う
と
す
る 

 

語
り
手
⽇  

―
―

今
夜
も
ま
た
、
誰
か
の
心
が
文
字
に
な
る
。
ス
ク
リ
ổ
ン
の
向
こ
う
で
、  

誰
か
が
泣
い
て
、
誰
か
が
救
わ
れ
る
。 

 

振
り
返
り
、
ラ
ス
ト
一
言 

 

語
り
手
⽇  

こ
こ
は
、
“

詩
”

の
居
場
所
。 

こ
こ
は
、
Ｘ
。 

 

語
り
手
去
る 

 

●
１ 

現
代
の
大
輔  


